平成23年6月1日

関係者　各位

平成23年度　斜面防災技術講習会開催ご案内
四国地質調査業協会

理事長　噂　　耕司

拝啓

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、当協会では、(社)全国地質調査業協会連合会のご支援の下、平成23年度事業

として標記講習会を下記の通り開催することになりました。

業務ご多用の折とは存じますが，是非とも多数ご参加下さいますようご案内申し上

げます。

敬具

記

主　　催：四国地質調査業協会

協　　力：(社)全国地質調査業協会連合会／四国地質調査業協会愛媛支部

《開催要領》

開催日時：平成23年7月14日（木）　13：00～16：30

場　　所：於　愛媛県武道館 大会議室
　　　　　　　〒790-0948　愛媛県松山市市坪西町551　電話　089-965-3111

受講対象者：会員・発注者および関係者

定　  員：100名

参 加 費：無料

申込要領：別紙参加申込書により、メール、FAXにて申し込んでください。

（ジオ・スクーリングネットからの申し込み可。）

CPD単位：3.0ﾎﾟｲﾝﾄ

申込締切：平成23年6月30日(木)

◆申込先
四国地質調査業協会

高松市松福町2-15-24　TEL 087-821-4367

FAX 087-851-9376

Ｅ-mail：tisitu4@mocha.ocn.ne.jp
【プログラム】

司会　四国地質調査業協会愛媛支部

13：00　　　受付開始

13：20　　　開会挨拶　　四国地質調査業協会　理事長

第1部

13：30～14：30　
「斜面工事の安全性を確保するために地質技術者がすべきこと」

～施工業者のための斜面崩壊による労働災害防止ガイドブックの有効活用～

講師　安全管理レベル判定ガイドライン作成ワーキング委員

(株)藤井基礎設計事務所　

技術部長　藤井　俊逸

（要旨）

斜面工事中の労働災害が毎年多く発生している。地質リスクを判断できる技術者が、工事中の

斜面の安全性についてアドバイスすることで、労働災害の減少につながると考えられる。そこで、

全地連の新マーケット創出事業で、「施工業者のための斜面崩壊による労働災害防止ガイドブッ
ク」を作成し、「地質技術者が工事中の斜面の安全性を評価するシステム」を構築した。

本講演では、その具体的な方法について説明を行う。その結果、斜面工事中においても、地

　質技術者が社会貢献できるようになることを願うものである。
14：30～14：45　質　疑

14：45～15：00　休　憩

第2部

15：00～16：00

「ＳＡＡＭジャッキを用いた効果的なアンカーのり面の保全手法開発

について」

講師　平成19年度　新マーケット創出事業

グラウンドアンカーのアセットマネジメントに関する事業委員長

三重大学大学院　教授　酒井　俊典

アンカーアセットマネジメント研究会

（株）相　愛 建設事業部　アセットマネジメント課　常川　善弘
（要旨）

グラウンドアンカー工は斜面安定対策工として多く利用されているが、50年以上経過するものも
あり、アンカー機能の低下は大災害につながる危険性もあるため、適切に維持管理していく必要が
ある。本事業は、斜面状況によりアンカー荷重が増減する「アンカーのセンサー的機能」を活用し
開発した、アンカーのり面の健全性評価手法（NETIS「SAAMシステム」）を基に、「SAAMジャッキを
用いた既設アンカーのり面の面的調査マニュアル（案）」作成し、現在、アンカーアセットマネジメ
ント研究会として、アンカーのり面の維持管理の提案・調査を行っている。斜面安定性評価、中長
期的な維持管理の提案をしていく上で、地盤情報を含むアンカーの緊張力調査は、地質技術者を必
要した調査技術と考えている。

16：00～16：15　質　疑

16：15　　　　　閉会挨拶　　四国地質調査業協会愛媛支部長
別紙
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◆申込先
四国地質調査業協会  FAX  087-851-9376
Ｅ-mail：tisitu4@mocha.ocn.ne.jp














































































